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2 Ka- 5 高齢者の色彩 と図柄 の好 み(11) 一年齢別特 性の傾向－

○蒲池香津代’ 吉岡徹･･　斎藤祥子.3 高野美栄‘　家永品子･ 4尚木くに子･5

（･東京家政学院短大　≪･大妻女子大　咽ﾋ 海道教育大　･4樟蔭東女子短大･5 中京短大）

＜目的＞　21 世紀に入り高齢化社会が現実となった現在、高齢者が実際に好む色彩の

ものが日常生活に取り入れられ､毎日を豊かで快適に過ごせるようにしたい。そのために

1997 年度に実施した「高齢者の色彩と図柄の好み」の調査の結果のうち、色彩の好みを

中心に検討する。 1987年以来、実施してきた調査結果と比較し、また着装してみたい色

と実際の着装状況、嗜好色との関係を比較検討し年齢別特性を明らかにする。

＜方法＞　対象、試料、質問、場所は前io 報と同様である。 65～74 歳を高齢者前期、

75歳以上を高齢者後期と2つのグループに分け、嗜好色、嫌悪色、着装したい色について

年齢が高くなるとどのような変化があるのかを検討した。

＜結果＞　年齢別嗜好色は前期］位は4.4 R  4.2/13.7,   2位は3.8 G 5.4/10.1,   3位はN

9.3であり、後期1位は3.8 G %M ］0.1,   2位はlO.OB '1.0/10.0,   3位‘は'1/1 R '1.2/13.7で

あった。嫌悪色は前期、後期ともに1位はN1.2,    2位はN3.6,    3位は4.8Y 3.9/4.3であっ

た。着装したい色は前期1位は10.0B  2位はN5.4,    3位は4.4 R 3.5/11.8, 後期1位は10.0

B 4.0/10.0,   2位はN5.4,    3位は6.9 PB  5.5/3.6であった。前期はあざやかな（ＶＶ）色

を好み、後期は明るい（11 ）色を好む傾向がみられた。前後期共、暗い(dk)  色や無

彩色は嫌われており、着装したい色は前期では紬

青系統、グレー系統であった。前期はあざやかな赤・青・黄、白、黒などはっきりとした

色彩が、後期は、青から紫までのやわらかで穏やかな色彩が好まれている。

２ Ka- ６ 高 齢 者 の色 彩 と図 柄 の好 み （12 ）一地 域別 特 性 の傾 向 －

○吉田千恵f* 倒籤 之” 橘 喬子＊3    祠 啓子*4　 田岡洋子*5 佐 木々由美=？ 小沢好＊＊

（中辱畔秋短大 ＊≪共iZ女大*3 夙i畔秋短大*4 元山翻貼独短大 ＊5京願短犬）

目的　1997 年度に実施した「高齢者の色彩と図柄の好み」調査の結果の内、色彩の好みを中

心に検討すると共に、1987年以来実施してきた調査結果と比較し、地域別特性を明らかに

する。

方法　 対象（フェイスシート）、試料、観察、面接質問紙法等は（10 ）11) 報と同様。１群（東北･

北海道）216  名、２群（関東･甲信越）541  名、３群（東京 ）405  名、４群（関西）813  名

について色彩の嗜好率と相関、クロス集計からその特性を分析した。

結果　 地域別での嗜好色の１位は、１群10 、0B4 、0/10、0.     2群3 、8G5 、4/10、1,   3群

3、8G5 、4/10、1,   4群4 、4R4 、2/13、7の各色であった。嫌悪色の１位は１～４群共にNl 、2で

あり1987 年以来 ほとんど変わらない。カラー・イメージ・ スケールにのせて分析すると嗜好

色は、1    ～4 群ともにsoft －cool が１位で37 ％の高率を得た。①soft －coo

Ｉイメージが好まれる傾向にある。②Lg  r のような微妙なニュアンスの色が好まれるとと

もに嫌悪色1位ONI 、2が嗜好色でも上位であり、電化製品等の社会状況の影響と推察される。

従って嗜嗜好色には、時代の推移が生じている。嫌悪色の上位は１～４群ともにNl 、2 ,   N3 、6

を含むhard-cool でありトーン別にみるとdarktone の暖色系が多く嫌われている。嫌悪色の変

動は小さい。着装したい色彩の嗜好色のI位は、１群10 、0B4 、0/10、0 , 2 群N5 、4 .   3群10 、

0B5 、0/8、0 .4 群10 、0B2 、0/2、0であった。嫌悪色のNl 、2は服装色には上位であり、イメー

ジ･プロフィールは好きな、快いが上位で、流行の､地味なは下位。地域差、経年度差も小。
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